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業
を
契
機
に
一
部
で
労
務
賃
金
が
急
上
昇
す
る

と
い
う
新
た
な
局
面
を
迎
え
、
国
土
交
通
省
は

平
成
二
十
五
年
度
の
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

の
大
幅
な
引
上
げ
を
実
施
し
た
が
、
こ
の
措
置

を
労
務
費
の
高
騰
に
苦
し
む
元
請
企
業
や
下
請

企
業
の
救
済
策
と
の
み
安
易
に
受
け
止
め
て
は

な
ら
な
い
。
大
震
災
に
伴
う
労
賃
の
上
昇
と
公

共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ
は
、
技
能
労

働
者
の
処
遇
を
改
善
し
、
建
設
業
の
将
来
を
取

り
戻
す
、
建
設
業
再
生
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
と

捉
え
、
こ
れ
を
契
機
に
業
界
あ
げ
て
技
能
労
働

者
の
処
遇
の
改
善
を
実
現
し
、
定
着
さ
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

　

こ
の
た
め
日
建
連
と
し
て
は
、
下
記
の
と
お

り
、
労
務
賃
金
の
改
善
を
下
請
企
業
に
要
請
す

る
措
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
改
め
て
重
層

下
請
構
造
の
改
善
を
含
め
、
技
能
労
働
者
の
確

保
、
育
成
に
向
け
た
総
合
的
な
取
組
み
の
推
進

を
決
意
し
、
併
せ
て
関
係
方
面
へ
の
要
請
を
と

り
ま
と
め
た
。 

　

も
と
よ
り
、
労
務
賃
金
の
額
は
、
技
能
労
働

者
を
雇
用
す
る
下
請
業
者
が
そ
の
責
任
に
お
い

て
決
定
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
実
際
の
労
務
賃

金
は
、
元
請
企
業
と
は
契
約
関
係
の
な
い
下
請

業
者
か
ら
支
払
わ
れ
る
の
が
常
態
で
あ
っ
て
、

元
請
企
業
に
は
容
易
に
手
の
届
か
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
元
請
企
業
と
し
て
も
可
能
な
限
り
の

手
立
て
を
尽
く
す
努
力
が
必
要
で
あ
る
。 

　

な
お
、
建
設
業
の
技
能
労
働
者
の
賃
金
水
準

は
全
産
業
平
均
を
二
割
以
上
も
下
回
る
異
常
な

状
況
に
あ
り
、
今
回
の
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
よ
う
な
一
五
％
程
度
の
労
務
賃
金
の
改
善

で
は
、
い
ま
だ
他
産
業
に
及
ば
な
い
。
建
設
業

に
お
け
る
技
能
労
働
者
が
誇
り
と
希
望
を
も
っ

て
国
民
の
資
産
の
形
成
と
保
全
に
貢
献
で
き
る

よ
う
に
な
る
に
は
、
更
な
る
処
遇
の
改
善
と
充

実
が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
と
も
弛
ま
ぬ
努
力

を
続
け
る
こ
と
が
建
設
企
業
の
使
命
で
あ
る
。 

　

わ
が
国
の
建
設
業
は
、
多
年
に
わ
た
り
建
設

需
要
が
縮
小
す
る
中
で
、
安
値
競
争
を
余
儀
な

く
さ
れ
、
元
請
企
業
も
下
請
企
業
も
ス
リ
ム
化

と
リ
ス
ク
分
散
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
下

請
構
造
の
重
層
化
と
技
能
労
働
者
の
処
遇
の
低

下
が
進
行
し
、
特
に
賃
金
水
準
の
著
し
い
低
下

は
、
新
規
入
職
者
の
減
少
と
技
能
労
働
者
の
高

齢
化
を
招
い
て
お
り
、
技
能
労
働
者
の
枯
渇
か

ら
建
設
業
の
存
立
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
に
立
ち

至
っ
て
い
る
。 

　

日
建
連
は
、
こ
う
し
た
危
機
感
か
ら
、
平
成

二
十
一
年
五
月
以
来
、
技
能
労
働
者
の
確
保
、

育
成
に
向
け
て
そ
の
処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で

き
た
が
、
折
し
も
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る

景
気
の
悪
化
、
国
内
産
業
の
空
洞
化
に
よ
る
設

備
投
資
の
激
減
、
民
主
党
政
権
下
で
の
公
共
事

業
費
の
急
激
な
切
り
下
げ
な
ど
の
経
営
環
境
の

急
激
な
悪
化
に
阻
ま
れ
、
十
分
な
成
果
は
得
ら

れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
る
。 

　

一
方
で
、
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
、
復
興
事

　

日
本
建
設
業
連
合
会
は
、
七
月
十
八
日
の
理
事
会
に
お
い
て
、
左
記
を

内
容
と
す
る
「
労
務
賃
金
改
善
等
推
進
要
綱
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
本
年
度
の
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
チ

ャ
ン
ス
を
と
ら
え
て
、
労
務
単
価
引
き
上
げ
を
賃
金
水
準
の
向
上
に
確
実

に
つ
な
げ
る
た
め
の
措
置
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
技
能
労
働
者
の
確
保
、

育
成
に
向
け
た
総
合
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
取
り
組
み
に
は
難
し
さ
が
伴
い
ま
す
。
一
つ
は
労
務
賃

金
上
昇
の
結
果
を
必
ず
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
全
建
設
業
者
の
取
り
組
み
が
必
要
で
、
日
建
連
は
そ
の
牽
引
力
を

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
第
二
は
一
次
以
下
の
下
請
に
よ
っ
て
決
め

ら
れ
る
労
賃
を
上
昇
さ
せ
る
、
そ
の
社
会
的
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
、

「
元
請
に
は
容
易
に
手
が
届
か
な
い
」
と
い
う
言
い
訳
が
通
用
し
な
い
こ

と
で
す
。
第
三
は
「
買
う
も
の
は
安
く
」
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
が
封

じ
ら
れ
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
第

四
は
労
賃
相
場
が
民
間
工
事
に
も
波
及
す
る
こ
と
か
ら
、
民
間
発
注
者
の

ご
理
解
が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
四
点
の
困
難
さ
を
承
知
の
上
で
、
今
が
「
建
設
業
再
生
の
ラ
ス
ト

チ
ャ
ン
ス
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
業
界
を
あ
げ
て
「
技
能
労
働
者
の
処

遇
の
改
善
を
実
現
す
る
」
と
の
決
断
を
し
、
そ
の
た
め
の
具
体
策
を
要
綱

と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

　

要
綱
は
八
項
目
の
取
組
項
目
で
構
成
さ
れ
、
①
適
切
な
労
務
賃
金
の
支

払
い
の
要
請 

②
労
務
賃
金
の
状
況
調
査
の
実
施 

③
社
会
保
険
等
加
入
促

進 

④
適
正
な
受
注
活
動
の
徹
底 

⑤
民
間
工
事
に
お
け
る
取
組
み 

⑥
重

層
下
請
構
造
の
改
善 

⑦
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
総
合
的
な
取
組
み

⑧
関
係
方
面
（
下
請
企
業
、
官
民
発
注
者
、
公
共
工
事
発
注
者
、
行
政
庁
）

へ
の
要
請

―
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
特
に
①
の
労
務
賃
金
支
払
い
の
要
請
で
は
別
途
に
「
実
施

要
領
」
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
②
の
状
況
調
査
で
は
、
汎
用
職
種
の

十
八
職
種
に
つ
い
て
適
正
な
賃
金
の
支
払
及
び
社
会
保
険
等
の
加
入
状
況

を
調
査
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

労
務
賃
金
改
善
等
推
進
要
綱

労務賃金改善等推進要綱

平
成
二
十
五
年
七
月
十
八
日 

（
一
社
）日
本
建
設
業
連
合
会 

日
本
建
設
業
連
合
会
は
、

技
能
労
働
者
処
遇
改
善
に
向
け
て
推
進
要
綱
を
定
め
ま
し
た

建
設
業
再
生
の
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス
、四
つ
の
困
難
、八
つ
の
手
立
て
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＊
な
お
、
別
紙
―
１
お
よ
び
別
紙
―
２
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

日
建
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス
・http://w

w
w
.nikkenren.com

/

実
施
方
法
と
し
て
、
別
紙
―
１
の
と
お
り
実
施

要
領
を
定
め
る
。 

　

日
建
連
会
員
企
業
は
、
技
能
労
働
者
の
賃
金

水
準
の
改
善
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
平
成

二
十
五
年
度
及
び
二
十
六
年
度
に
お
け
る
本
件

対
象
工
事
に
つ
い
て
定
期
的
に
労
務
賃
金
の
状

況
等
の
調
査
を
行
う
も
の
と
し
、
そ
の
具
体
的

な
実
施
方
法
と
し
て
、
別
紙
―
２
の
と
お
り
実

施
要
領
を
定
め
る
。 

　

平
成
二
十
五
年
度
の
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
引
上
げ
は
、
社
会
保
険
料
等
の
個
人
負
担

分
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
適
切
な
労
務
賃
金
の

支
払
い
の
要
請
と
合
せ
て
、「
日
建
連
社
会
保

険
加
入
促
進
計
画
」（
平
成
二
十
四
年
四
月
）
に

則
り
、
社
会
保
険
等
へ
の
加
入
を
確
保
す
る
た

め
の
対
応
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

針
と
し
て
き
た
が
、
更
に
労
務
賃
金
の
改
善
と

社
会
保
険
等
加
入
促
進
の
取
組
み
を
含
め
て
同

提
言
の
充
実
を
図
り
、
総
合
的
な
取
組
み
を
進

め
る
も
の
と
す
る
。

　

も
と
よ
り
、
わ
が
国
の
建
設
業
に
お
け
る
技

能
労
働
者
の
処
遇
改
善
は
、
建
設
業
界
の
努
力

の
み
な
ら
ず
、
行
政
や
官
民
の
発
注
者
、
更
に

国
民
の
理
解
が
欠
か
せ
な
い
困
難
な
課
題
で
あ

り
、
十
分
な
成
果
を
得
る
に
は
多
く
の
日
時
が

必
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
今
後
の
進
展
状
況

や
諸
情
勢
の
変
化
に
応
じ
、
上
記
1
の
措
置
の

見
直
し
や
、
上
記
2
の
調
査
の
延
長
を
含
め
、

現
実
的
で
合
理
的
な
取
組
み
を
進
め
た
い
。 

 　

①
労
務
賃
金
の
改
善
は
、
わ
が
国
建
設
業
の

健
全
な
発
展
に
欠
か
せ
な
い
取
組
み
で
あ
り
、

日
建
連
会
員
企
業
は
も
と
よ
り
、
全
て
の
元
請

企
業
と
下
請
企
業
に
対
し
適
切
な
理
解
と
積
極

的
な
取
組
み
を
要
請
す
る
。 

　

特
に
、
重
層
下
請
構
造
の
改
善
に
つ
い
て
は
、

専
門
工
事
業
界
に
お
け
る
業
界
構
造
と
企
業
体

　

日
建
連
会
員
企
業
は
、
近
年
に
お
け
る
厳
し

い
受
注
環
境
の
下
で
の
低
価
格
受
注
の
多
発
が

今
日
の
よ
う
な
労
務
賃
金
の
著
し
い
低
下
を
招

い
た
一
因
で
あ
る
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
五
日
付
け
理
事
会
決

議
の
趣
旨
を
踏
ま
え
適
正
な
受
注
活
動
に
徹
す

る
も
の
と
す
る
。 

 　

上
記
1
の
取
組
み
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
が
適
用
さ
れ
る
公
共
工
事
に
つ
い
て
実
施

す
る
も
の
で
あ
る
が
、
労
務
賃
金
の
水
準
は
、

当
然
な
が
ら
そ
れ
以
外
の
公
共
工
事
や
民
間
工

事
に
も
波
及
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
工

事
に
つ
い
て
も
適
切
な
水
準
の
労
務
賃
金
を
確

保
す
る
取
組
み
が
不
可
避
と
な
る
。
そ
の
た
め
、

特
に
民
間
工
事
の
発
注
者
に
対
し
て
適
切
な
理

解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
取
組
み
を
行
う
必
要

が
あ
る
。 

質
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
元
請
企
業
に

お
い
て
は
真
摯
に
取
り
組
む
下
請
企
業
へ
の
配

慮
を
要
請
す
る
。 

　

②
労
務
賃
金
の
改
善
は
、
わ
が
国
建
設
業
の

健
全
な
生
産
力
を
維
持
し
、
将
来
と
も
に
国
民

に
良
質
な
資
産
を
提
供
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
取
組
み
で
あ
り
、
官
民
の
建
設
工
事
の
発
注

者
に
は
、
適
切
な
発
注
金
額
や
適
切
な
工
期
の

設
定
な
ど
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
要
請
す
る
。 

　

③
国
、
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
等

の
公
共
工
事
の
発
注
者
に
は
、
技
能
労
働
者
の

処
遇
改
善
を
念
頭
に
置
き
、
低
価
格
受
注
の
防

止
に
資
す
る
入
札
契
約
シ
ス
テ
ム
の
整
備
や
、

よ
り
根
本
的
に
は
公
共
事
業
の
平
準
化
を
要
請

す
る
。 

　

④
国
土
交
通
省
な
ど
の
建
設
業
の
健
全
な

発
展
を
所
管
す
る
行
政
庁
に
は
、
技
能
労
働
者

の
確
保
、
育
成
や
、
重
層
下
請
構
造
の
改
善
な

ど
に
関
し
、
全
て
の
建
設
業
者
に
対
す
る
積
極

的
な
ご
指
導
が
な
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

記

　

日
建
連
会
員
企
業
は
、
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
が
適
用
さ
れ
る
公
共
工
事
（
以
下
「
本
件

対
象
工
事
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
、
次
の
措
置

を
行
う
も
の
と
す
る
。 

　

①
一
次
下
請
へ
の
見
積
り
依
頼
時
に
公
共

工
事
設
計
労
務
単
価
を
交
付
し
、
そ
の
引
上
げ

の
趣
旨
に
か
な
う
適
切
な
契
約
を
締
結
す
る
。 

　

②
技
能
労
働
者
に
対
し
、
社
会
保
険
料
等
の

個
人
負
担
分
を
含
め
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単

価
の
引
上
げ
の
趣
旨
に
か
な
う
適
切
な
賃
金
が

支
払
わ
れ
る
よ
う
、
一
次
下
請
に
要
請
す
る
。 

　

ま
た
、
直
接
の
契
約
関
係
が
な
い
二
次
以
下

の
下
請
企
業
に
対
し
て
も
、
一
次
下
請
等
を
介

し
て
、
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の
引
上
げ
の

趣
旨
に
か
な
う
適
切
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る
よ

う
要
請
す
る
。 

　

③
上
記
①
及
び
②
の
取
組
み
の
具
体
的
な

 　

建
設
工
事
に
お
け
る
重
層
下
請
構
造
は
、
分

業
形
態
と
し
て
合
理
的
な
面
は
あ
る
も
の
の
、

近
年
、
受
注
環
境
の
悪
化
と
先
行
き
の
不
安
か

ら
更
に
重
層
化
が
進
行
し
、
技
能
労
働
者
の
処

遇
の
低
下
を
招
い
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。

重
層
下
請
構
造
の
改
善
は
、
も
と
よ
り
専
門
工

事
業
界
の
取
組
み
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
が
、

日
建
連
会
員
企
業
と
し
て
も
、
改
め
て
重
層
下

請
構
造
の
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
工
事

種
別
や
職
種
別
に
改
善
の
必
要
性
と
可
能
性
を

検
証
し
、
五
年
後
を
目
途
に
可
能
な
分
野
で
原

則
二
次
ま
で
（
設
備
工
事
は
三
次
ま
で
）
の
実

現
を
目
指
す
。 

 　

日
建
連
は
、
去
る
平
成
二
十
一
年
五
月
に

「
建
設
技
能
者
の
人
材
確
保
・
育
成
に
関
す
る

提
言
」
を
行
い
、
賃
金
の
改
善
を
は
じ
め
六
項

目
の
処
遇
改
善
策
を
会
員
企
業
の
取
組
み
の
指

社
会
保
険
等
加
入
促
進

第3

適
正
な
受
注
活
動
の
徹
底

第4

労
務
賃
金
の
状
況
調
査
の
実
施

第2

関
係
方
面
へ
の
要
請

第8

技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善
の

総
合
的
な
取
組
み

第7

重
層
下
請
構
造
の
改
善

第6

民
間
工
事
に
お
け
る
取
組
み

第5

適
切
な
労
務
賃
金
の
支
払
い
の
要
請

第１

労務賃金改善等推進要綱


